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1. はじめに 

現在、ほとんどのコンクリートには混和剤が添加

されている。このため、混和剤がフレッシュコンク

リートの性質や耐凍害性に及ぼす影響についてはか

なり明らかとなっているが、硬化コンクリートの塩

分浸透性に及ぼす影響については未だ不明な点が残

されている。一方、AE 剤や AE 減水剤などを添加し

た表面張力の低い水中で養生すると、コンクリート

中への水分の含浸が容易となり、コンクリート強度

が増加するという実験結果 1)が報告されている。 
本研究では、混和剤の種類及び添加量がコンクリ

ートの塩分浸透性にどのような影響を及ぼすかを調

べる目的で、塩分浸漬乾湿繰返し試験と塩水全漬試

験とで混和剤の影響が相異するかどうかについて検

討した。 
 

2. 実験概要 

実験 1 混和剤の添加量が塩分浸透性に及ぼす影響                             

 使用したセメントは、普通ポルトランドセメント

(密度:3.16g/ cm３)であり、骨材には鬼怒川産川砂(表

乾密度:2.58g/cm３、吸水率 2.47%)及び山梨産砕石(表

乾密度:2.71g/cm３、吸水率 0.33%)を用いた。また、

混和剤には AE 剤及び AE 減水剤の 2 種類を用いた。

コンクリートの配合は、表－1 に示す通りであり、水

セメント比は 65%とした。スランプ及び空気量がそ

れぞれ12±2.5cmおよび4.5±1.5%になる混和剤の添加

量をまず求め、それを基準（1 倍）とし、その量の 0

倍・0.25 倍・0.5 倍・0.75 倍・1.0 倍・1.5 倍・2.0 倍・

2.5 倍及び 3 倍まで混和剤の添加量を変化させた。今

回作製した供試体はφ150×300mmの円柱供試体であ

り、締固めには棒状内部振動機を用い、打込みから

24 時間経過した後に脱型し、材齢 28 日まで水中養生

を行い、その後 NaCl 濃度 10%の塩水中に 8 週間浸漬

させた。塩分浸透深さの測定は、塩水浸漬終了後、

供試体を割裂し 0.1mol/ℓの硝酸銀溶液を噴霧し、白

く変色した部分のコンクリートの表面から距離を求

め、塩分浸透深さとした。なお、材齢 28 日の時点で

圧縮強度試験も JIS A 1108 に準じて行った。 

実験 2 混和剤の種類が塩分浸透性に及ぼす影響 

コンクリートの配合は、表－1 に示す通りであり、

使用材料は実験 1 と同じである。また、混和剤には

AE 剤と AE 減水剤の他、高性能 AE 減水剤も使用し

た。水セメント比が 65%の配合の場合、AE 剤及び

AE 減水剤の添加量は実験 1 の 1 倍と 0 倍とした。一

方、水セメント比が 35%の配合では、高性能 AE 減

水剤添加時にスランプ及び空気量が 12±2.5ｃｍおよ

び 4.5±1.5%になるように配合を決めた。また、この

配合から高性能 AE 減水剤を抜いたプレーンコンク

リートについても実験を行った。供試体の形状及び

作製方法は実験 1 と同様である。材齢 28 日まで水中

養生を行った後、NaCl 濃度 10%の塩水中に常時浸漬

させる塩水全漬試験とNaCl濃度 10%の塩水に 3日間

の浸漬を行った後に 4 日間の自然乾燥を 1 サイクル

とした塩水浸漬乾湿繰り返し試験の 2 種類の促進試

験を行った。 
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表－１ 実験１および実験２のコンクリート示方配合 

W/C Ad SL Air

（%） W C S G (ml/m3) (ｃｍ) (%)
実験１・実験２ AE剤 185 285 802 1004 99.8 10.5 4.3
実験１・実験２ AE減水剤 175 269 817 1040 942 11.0 3.8
実験１・実験２ プレーン 185 285 802 1004 0 6.0 2.0

実験２ 高性能AE減水剤 170 486 648 1036 4860 13.5 2.6
実験２ プレーン 170 486 648 1036 0 7.5 0.8

実験種類 混和剤

65

35

単位量（kg/m3)
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3．実験結果および考察 
実験 1 混和剤の添加量が塩分浸透性に及ぼす影響 
 圧縮強度試験結果を図－1 に示し、混和剤の添加率

変化による塩分浸透深さを図－2 に示した。塩分浸透

深さは、AE 剤と AE 減水剤とではほとんど差がない

が若干 AE 減水剤を添加した場合の方が大きくなる

傾向にあった。 
 

実験 2 混和剤の種類が塩分浸透性に及ぼす影響 

W/C=65%および W/C 35%における塩水浸漬乾湿

繰り返し試験結果を図－3 に示し、W/C=65%および

W/C 35%における塩水全漬試験結果を図－4 に示し

た。乾湿繰返しおよび全漬のいずれの場合において

もほとんど差は見られないものの、AE 減水剤を添加

したときが AE 剤を添加したときや・プレーンコン

クリートに比べて塩分浸透深さが若干大きくなるよ

うに考えられなくもない。 

実験 1 及び実験 2 共に、AE 減水剤を添加した場合

に塩分浸透深さはわずかではあるが大きい値を示し

た。 

 
4．まとめ 

 混和剤の種類及び添加量がコンクリートの塩分浸

透性に及ぼす影響の有無については、今回の実験範

囲では明らかにできなかったが、AE 減水剤は塩分浸

透性に対してほんのわずかではあるが何らかの影響

を及ぼしている可能性がある。 
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図－1 圧縮強度試験結果 図－2 添加率変化による塩分浸透深さ 

図－4 塩水全漬試験結果 図－3 塩水浸漬乾湿繰返し試験結果 
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